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自ら考え解決していく 力 を育てる学習指導過程の 工夫 

2 年 ひき算の指導を 通して一一一 

浦添市立宮城小学校教諭 津 波 淳 子 

1  テーマ設定の 理由 

本校の教育目標の「よく 考え ， 正しく判断する 子 」は，物事を 筋道を立てて 考え ， 正しく判断 

し ，処理していける 子どもの育成をめざしている。 

こ のことは，算数科の 目標であ る「数量や図形についての 基礎的な知識と 技能を身につけ ， @l 

  常の事象を数理的にとらえ ，筋道を立てて 考え処理する 能力と態度を 育てるⅠと結びつけられ ， 

それは， 臼り 考え解決していく 力 をつけることによって ，達成されるものと 考える " 

自ら考え解決して い く 力 とは・子どもがあ る場面に出会った 時 ，自分の手でその 問題 @c 働きか 

け，基礎的な 知識やこれまでの 生活経験を基にして・ 目ら課題をつかみ ，見通しを立て ，筋道を 

立てて考え ， 何とかして解決して い こ う とする力と考える「 

問題解決学習は ，つかむ ， 考える，比べる ，練習する，まとめるという 過程を通していく 学習 

で ， 土 ・記のような 力をつけていける 学習過程であ ると考える " つまり，既習事項を 基にして， 子 

どもたちが自分なりの 考えを出し合い ， お互いで比較し 合い練り直して ，正しく解決しようとす 

る 学習法であ る。 

しかし。 子どもたちの 実態 ( ょ ，教師への依存 か 高く，課題に 対して白ら進んで 解決していこう 

とする態度が 弱かったり，途中で 諦めたりする 子か多い。 自分なりに解決していこうというより 

も， 何となくできたという 子が多く「とっしてそうなの ? 」との問いには ，自分の考えを 自分な 

りの言葉で答えられない 了か 多 い また， せ 「かくよい考えで 解決しても，他の 考えにすぐ、 賛同 

しでしまったり ，また逆にいつまでも 1 つの考え方に 同執したりするなと ，自ら考え解決してい 

くのにほど遠い 現状であ る " 

これは日頃 の指導で，児童一人ひとりの 考えを取り上けて 高めていくよりも。 画一的な教え 込 

む 指導か多かったことに ，大きな原因かあ ったのではないかと 思う " ス 児童も，既習事項 か 身に 

ついてなくて 学習に興味が 持てなかったり・ 理解できないことかあ ったりしたことも 原因であ る 

と 考える。 

そ 乙で，基礎的・ 基本的内合をきっちりおさえ   それを活用して 自力で解決して い く 力 を育て 

てい く 指噂 過程の工夫を 追究するために ， つ まづきの 夢ぃ 2 年生のひき 算 指導を取り上けて ， 本 

テーマを設定した」 

n  研究仮説 

一 仮 説 ] 一一一一一一 
辞数の Ⅳ     習 指導過程においては ，既習事項を 基にして解決の 見通しを立て ，検証していくことに 

  よって目ら考え 解決していく 力を育てることかできるであ ろう     
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事項を想起したりするのに ，有効と思われる 助言やヒントを 与える。 これはあ くまで「助言 

やヒント」であ って，教師が 子どもに代わって 解決を行うのではない。 どんな助言やヒント 

が 子どもにとって 有効であ るか，この点についても 前もって十分に 検討を加え，助言やヒン 

トを準備しておく 必要があ る。 

(4) よりよい解決へ 練り上げること。 

  一人ひとりの 子どもの解決をもとに ，集団の協力によって「よりよい 解決」を作り 上げ   

ていくこと，しかも ，その作り上げていく 過程を明らかにすることが ，練り上げのポイン 

トであ る。 

  練り上げにおいてはまず ，最も低い水準での 解決から取り 上げていく方がよい。 低い水 

準での解決は ，手際よい解決になっていないけれども ，その問題の 本質を明らかにしてく 

れることが少なくない。 その意味で，これを 取り上げることは 価値のあ る場合が多 い " そ 

して次第に高い 水準へと登っていくために ， ど Ⅰ c 着目して，どんなアイデアを 用いたか 

について，学級全員で 確認することが 人切であ る。 このような活動を 何度も経験すること 

によって ， 高い水準に至らなかった 子どもたちも ，自分はどの 水準まで到達できだかを 確 

認 できるし，さら [c 高い水準へ登る 時の着想を身につけて い くことができるようになる、 

  高い水準の解決ができていると ，とかく低い 水準での解決を バカ にしたり，無視したり 

しがちであ る。 このような子どもたちには ，低い水準での 解決から高い 水準の解決へ 至る 

過程を振り返りまとめることは ， 「わかり直し」として 重要な意義をもっていることを 知 

みせるよ う にしたひ。 ( 数学的な考え 方と問題解決Ⅰ研究理論 編 Ⅱ ) 

4. 問題解決学習の 学習過程 

問題把握の段階で ，既習との異同弁別から 白らの問題を 発見させ，既習のどの 考えを使って 

解決するかをつかませる。 比較検討をする 中から考えを 出し合い話し 合うことによって ， ロ分 

の 考えを深化拡充し ，よりよ い 解決法に修正，して い く。 そして一般化してまとめるという 過程 

をくり返していく 中で ， 学び方が身についていくと 考える。 

具体的な学習過程と 活動，発問，ノートのサイン ，留意点，数学的な 考え方については 次の 

ようにまとめた。 
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二位数の 発展   

  ( 基礎として ) 
0  その学習で自分のものにしなければならない 見方     考え方であ る。 基本に対するものは 技 

葉末節であ る。 

@ り 上がりの考え 方   

( 筑波大附属小「これだけは 教えたい基礎・ 基本 ) 

Ⅳ 操作活動の意義と 指導上の留意点 

]. 操作活動の意義 

低学年児童にとって 算数科の内容であ る抽象的な対象 や 一般的な法則を 扱ったり。 観察した 

りするのはむずかしい。 そこでこのような 内容を児童が 学習するのを 助けるために 操作活動が 

必要となる。 算数科において 操作活動を取り 入れる場合として 次のような場合が 上げられる         

(1) 概念，原理法則などの 理解の助けとして 用いる場合 

(2) 判断や説明の 根拠としたり ，筋道北った 考え方の表現に 役立つ     

(3) 問題を把握したり ，解決の見通しを 立てたりする 場合 

(4) 性質や法則などを 発見しだり，発展的に 考察したりする 場合 

(5) 興味を換起し ，持続しながら 知識や技能の 習得を図る場合 

@6l 操作活動そのものが 学習活動になっている 場合 

2. 操作活動の指導上の 留意点、 

(1) 操作や操作に 用いる材料のおもしろみから ，単なる興味本位の 遊びに終わってしまい ， a+ 干 

心 な算数科の内容にまったく 注意を向けられないという 危険があ る。 学習のねらいを 子ども 

にっ かませてから 操作をさせたり ，子供の注意が 算数の内容 fc 向くよ う に適宜指導を 加えた 

りする必要があ る。   

(2} 算数は考える 力を伸ばすことが ホ a らいであ る。 考えることによって 抽象的な内谷を 理解し 

解決の 力   ねを見つけ出すよ う にしていきたい・ 子どもがまったく 考えもしない う ちに，あ る 

いぱ 困難に感じないうちに 思考の助けとして ，または問題をやさしくするために 操作活動を 

させてしまうことがあ る。 これはかえって 考える力を伸ばすのを 防げることになろ う 。   

(3) 操作をし終えた 後に，その過程を 順にたどりながら 見直してみることが 大切であ る - 操作 

のしっはなしにせず ，操作したことから 何がわかったのかを 確認することにより ，学習のね 

ちい に迫ることができる。   

!4) 児童に自由に 操作活動をさせると 多種多様の反応が 見られる，それらの 反応を生かしてよ 

ぜ ) よいものへと 練り上げていくようにする。 この時， 目 分の考えたことしたことをしっ ガ ㎎ 

主張できること。 そしてその上で 友人の考えと 比較したり，それに 対して意見や 質問をさせ 

たりすること。 ( 文部省「指導計画の 作成と低学年の 指導」 ) 
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V  授業実践 
1.  単元 名 たし さ んとひき ざん ( ひき さ んのひっさん ) 

2,  単元目標 

(3 位 数 ) 士 (3 位 数 ) の筆算形式を 理解させ，これを 用いる事ができるようにする   

3, 単元について 

(1l 教材の系統 

減法の計算において「同じ 単位の個数を 衷 す 数字どうしでなければ 引くことはできない " 」 

という 老え 方を．第 1 学年や第 2 学年 @c なってこれまでの 既習経験を想起させながら 確実な 

ものにしなければならない。 なぜならこの 考え方は， これから出て 来る整数・小数・ 分数の 

全ての力 U 減 計算を成り立たせる 基本となるものであ る   

・数の増減する 場面の経験 回 L 二三 "" 。 。 ， " 。     
8 たし さ ん (1)   9  ひき さ ん (1) ・合併，増加 ・ (1 拉致 ) 十 (1 拉致 ) ニ 10 

"" つ - "   

・ 求残 ， 求差 ・ (1                                     ・ f6+44- 5. 10 一 8+ 5 などの計算 
    

  一 """""" 
14  たし さ ん @2@ 16  ひき さ ん (2) 

・ (1 位 数 ) 十 (1 位 数 ) ノ 10   
「   一一 " 

  

  

  

9  たし さ んと ひき さ ん (3@     一 「     

丁 ・ 

一 " 

11  たし ざん と ひき さ ん (4)   10  かくれた かずは いくつ 
・ (3 位 数 )-l.(3 位 数 ) く 1000 の筆算 ，加減の相互関係 
・答えのたしかめ て 本時 )   

      

「     

( 啓 休館 2 年指導書 ) 
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(2@ 指導内容の本質 

3 位数から． 2 位 数   3 位数をひく百十 真 に数を拡張し ， くり下かりも 2 回あ る場合に及ん 

でい る，これらは ， (2 位 数辻 (2 位 数 ) の筆算で確立した 3 つの基になる 考え方「①同じ 

単位 ( ねう ち ) の個数を表す 数 ど う しでなければ ，たしたり，ひいたりすることができない - 

②ひきさんでは ，ひけないときには ，大きな単位から 1 おろしてそれを 小さな単位にくずし 

てからひきさんをする。 ③計算を正しく ， らくにするために ，数や計算のしくみやきまり 等 

をうまく利用する。 」を適用して 解決できるものであ り，ひき算の 筆算形式による 計算の仕 

方 ，いわぬ る 「二十・百の 単位のあ る数では， 一 ・ 十 ・百の単位に 分けて，別々に 同じ 単 

位 の 物 ど う しで計算する」ということと ， 「位をたてにそろえて 書くと，同じ 取位の個数を 

表す数字どうしか 上下になら ぷ ので，上下の 数字を見て計算できるので、 楽 fc 正しくできる」 

ということを 定着させるものであ る， 例 えは 

( く ら い )       百 十 一 

( ひかれる数 )       3  2  1 

( ひく数 ) … 一 1 5 @4 
(  差 )       1  6  7 

① 「ひかれる数」と「引く 数 」の位をたてにそ 

ろえて書けば 1 と 4 は「一の単位の 個数」・ 2 

と 5 は「十の単位の 個数」 3 と 1 は 「百の中位 

の個数」というように ，同じ大きさの 単位の個 

数を上下にみる。 上下に並んだ 3 組の数字はそ 

れぞれ「同じ 単位の個数」を 表している。 従っ 

て，上下を見て 計算すればよいので 楽であ る。 

計算するときも 一の位から 先 fc するという百十算の 決まりを使 うと， 繰り下がりのあ る時に 

手際よくできるという「よさ」も 分かる 0 

これから後，数が 大きくなって 千の位，万の 位等が出てきても ，小数の単位になっても ， 

単位ことに別々に 計算して行けは 良い。 それそれの単位の 計算は， 「 0 一 0 」から「 18 一 9 」 

までの減法九九の 範囲内の計算でできる     

32] 一 154 の計算をする 時「今までの 計算と同じようにできないだろうか。 」 「今までの 

計算とどこが 違うのたろう。 」 「 2 か研 くり下がりがあ るは。 」 「どの様にして 見たら今ま 

でと同じ数に 見えるだろう」」と 2 ト 4 の形で 見 ることかできたり． 31 一 5 の形で見ること 

ができると，全て 2 位数一 1 位数で計算ができる 事になる - 

-: 圃     WGfy@>@7 Ⅰ 2{m-@It@@So 
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(3) 基礎的，基本的内容 

基 になる考え方 
既習の考え 

( ひきさんの ひっさん )   
  

( 大きな かずの ひきさん ) 
ここでの考え 

@1) 同じ単位の l く 基本 ノ 
個数を表す 数 ， C  同じ単位の個数を 表す数字ど う しでなけ 
字 ど う しでな れば．たしたり ，ひいたりできないので ， 

ければ・たし ， 一の位と十の 位に分けて。 別々に計算ずれ 

たり，ひいた ばよい。 

できない。 :  68 一 23 
      

く 基礎 ノ 
0  100 までの記数法のしくみがわがる。 
0  20 までの数の減法ができる。 

10  ; 「 例 いろいろな数の 」 321 を見て 見方ができる     

Ⅰ 0 が 2 つ 10  が 32 

                                                            二 
1 ノラ 圭 321   

集まった数等と ;, う 見方ができる」 

く 基本 ノ 
0  同じ単位の個数を 表す数字でなければ   

たしたり，ひいたりすることができないの 
で，ニ十，百の 位に分けで，別々に 計算 

すればよい。 

  

    123 一 95 「 一 "             ""-- ノノ 13-- 一一一 -- む二 @"  一 Ⅰ -- -  l. 一 ‥一の位 --- 一 - @ し 一 - Ⅰ 
  
  ⅠⅠ 1] 一 9 Ⅰ 2 …十の位       
    
・                                   2"                '   

く 基礎 ノ 
0  2Q までの数の減法ができる   
O  m0nn までの数の記数法がわがる ， 
く 基礎 ノ 
n  寸進位取り記数法のしくみがわかる。 

(2j ひき算では， く 基本 ン l く 基本 ノ   に くずしてひき．十の 位もひけないので 百 
て ，それを 小 2(10     

さな単位にく @5 、 8.5 
0 位から 1 かりて．それを 小さな単位にな 

ずしてからひ 一 8 つ一 8 おしてひ けぱょ、 ・・・。   

き 算する         2  7 
  

  1 Ⅹ     3   1 7.3 

く 基礎 ノ "  9 5  つ "  9 5 
  0a し 

一の位に 1 く 

  り 下がったので 
  

  
]3 一 5 = 8 で 8 Ⅱ 一 9 % 2 で 2 

く 基礎 ノ 
C  十進 位取り記数法のしくみがわがる、   

i3@ 計算を．止 
し ; , らくに 

するために， 
数や計算のき 
まり等をうま 
く利用ずる。 

く 基本 ノ 
C  位取りを利明して ， たてに位をそろえて 

書くと，上下・ r 同じ重位の個数を 表す数字 
と う しが並んて計算からくにてきる。 また． 

一の位がら計算をはじめると ， くり下かり 
かあ るとき．書きなおしをしな。 ・ですもの 
でらくであ る 
    

ワ 汝 Ⅰ Ⅹ 2 
-@ 2@ 6@ -@ - 2 6   
    

く 基礎 ノ 
Ⅰ Ⅱ 進 位取り 臣数 法のしくみかわかる。 

く 基本 ン 
0  散 か大きくなっても「だて : こ   位をそろえ 

て書くと． らくに計算できる」ことは・ い 
までと同じであ る， 

4:2;5 4@ 2.5 が 2i5 
一 2 8   6  つ 一 z 8 @  与 一 2 8 6 
    1:3  9 

十 のくらい 百のくらい 十のく 引   
から 1 くり から ] くり に 1 くり 下 
下 かって 下かって かったので 

15 一 6 「 一 一 8 「 一 一 2 

く 基 @ ノ 
C  十進 位取り記数法のしく ふ かわかる   

 
 

 
 

0
 
3
 
 
 



4  診断テスト 2 年 (108 人 )  9 月 29 日実施 

出 口 題 

1. ロ にあ う数をかきましょう。 

0  27+16 

。 - の位のけいさん 

7 + 6 二目 

一の位に囲とかく。 

  ト の位のけいさん 

囲 くりあ がって 

田中 2 + 1 Ⅰ 囲 

2  7 

十 1 6 

キ力 

42 一 15 

  。 一 
22 から 5 はひけないの 

で， - ト 0 位から 

囲 くりさがって 

研一 5 二回 

  -t, の位のけいさん 

サ ー 1 二日 

4 2 

一 1 5 

セ図 

② 321 は 100 が ソつ 

托が 22 つ 1 が例 つ 

あ つまった数 

③ 100 千チ 十 4  二 154 

正答率   

⑦ 90.7 

④ 69.4 

⑰ 65.7 

㊤ 66.6 

の 62.9 

㊨ 89.8 

㊥ 86.1 

⑦ 64.8 

⑦ 50 つ 

  
③ 60.1 

⑦ 60.1 

⑦ 84.2 

㊨ 82.4 

Q  93.5 

  
① 77.7 

誤 答 列 

3.  14,  15 

13. 1. 十 

10.  3 

Ⅰ 0 ， 3.  7 

Ⅰ 3.  6 

1, 4. 5 

13 ， 1 ， 3 

考 察 

。 1 が 3 つ， ¥Q が 1 つで 13 という 

数ができているという 数の見方 

ができてない。 

  くり上がった 1 と 十の位の数を 

たすことを忘れている」 

。 筆算にすると 9 割近 い 子ができ 

る。 

  

10 

10.  2 

5.  4 

Ⅰ 0 ， 4, 5 

9.  3.  1 

3 ， 5 

3.  5 

  

。 大きな単位の 1 を くずし，補助 

数字を 10 と書いて指導してきた 

ので， 「 10 くり下がって」と 苦 

いたと思う・ :, 

。 くり下がってきた 10 と 一の位の 

数 をたしてから 引くのでなく ， 

10 からすぐひいている。 

  くり下がった 1 を引かず，その 

  ままの数で廿の 位の計算をして 
  

臥
、
 -
 

 
 

  

 
 

捕
 り
 ，
 

（
 よ
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Ⅴ
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了
 

/
 

0
 
 
 

0
 
O
 
3
 
5
 
0
 

 
 

O
 
0
 
1
 

2
 
2
 
5
 

      つ
 

き
 

5
 
 

で
 

 
 

カ
カ
 

㏄
 

方
 
見
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め
 

1
 
 

数
 

 
 ㎝
 

い
 

1
 
 

と
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は
 

4
 
 
ぃ
 

 
  
 

一 31 一 

  



田   Ⅱ 

点圭司 日 - 

  

2. ひっきんになおして ，けい 

    さんしましょう。 
62 一 54 53+59 

図 テ 

3.  たし ざ んをしましょう。 

① 7  +  9  ② 20+  80 

③ 33+  5  ④ 40+  0 

    
⑤ 6 5 ⑥ 7 4 8 

- ト 3  2 4- 1 5 8 

⑦ 3 7 ⑧ 3 0 

+ 9 4 + 4 7 

4, ひき ざ んをしましょう。 

⑨ lf 一 5  ⑩ 1 ト 6 

⑪ 85 円 0  ⑫ 7 一 0 

⑬ 4 7 ⑭ 4 5 

一 3 4 一 Ⅰ 7 

  

@  ⑯ ]25  ⑯ 50 

    一 29 一 1 3 

  

 
 

 
 

2
 
1
 
4
 
1
 

 
 
@
 
 巳
 
4
 
8
 

9
 
9
 
9
 
9
 

①
②
③
④
 

 
 

誤 答 タ Ⅱ 考 察 

Ⅰ 02.  ⅠⅠ 1 。 数の大きいものからひいている。 

Ⅰ 2.  Ⅰ 8.  Ⅱ 6 ひく数，ひかれる 数がはっきり 

していない。 

    
Ⅰ 7.  18 

1000 

28.  83 

11 

            どの子ができている。 

⑤ 92.6  。 33,  98 

@@ 80.5@ |@ 896 、 806 
  

0  83.3 

⑧ 95.3 

  
⑨ 87 

⑳ 89.8 

⑪ 93.5 

⑫ 96.2   
⑬ 93.5 

⑭ 77.7 

  
2
 
3
 
1
 
3
 

6
 

 
 2
 
3
 

1
 
7
 

9.  21,  5 

17,  13.  9 

95,  65 

0 ・ 8 

  81.  73 

@3.2.  鑓 ・ 62 
  

6
 
1
 
 

Ⅰ
 
り
 

1
 
6
 

6
 
0
 
7
 

1
 
4
 

4
 
O
 
3
 

1
 
4
 

 
 

@
 
3
 
 
 Ⅰ
 
O
 

4
 
7
 ⑯

⑯
 

  

 
 

。 既習の筆算はだいたいできている。 

。 未習 02 回くり上がりも 8 割の 

子ができている。 

  くり上がりをださなかったり ， 

数えたしをしている 子に計算上 

の ミスが多い。 

。 一位数の暗算ができない 子が 1 

割ぐらいいる。 

。 1 くり下げたのを 忘れて，その 

ままもとの数からひいている。 

。 数字の大きい 方からひいている。 

。 演算のまちが い 。 

。 ひき算は。 たし算に比べて 抵抗 

が大きい。 
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5  単元全体の学習計画 C7 時間 ) 

 
 

一
 4
 （
不
時
）
 
一
 

5
 

一
 
3
 

㍉
、
 
一
 
，
 

指導内容 

ほり おこし 

。 235 一 112 のよ 

うなく りド がり 

のない筆算の 仕 

方   

。 385 - 167 のよ 

うなくり下がり 

1 回の筆算の Ll: 

方 

。 321 一 154 のよ 

うなくり下がり 
が 2 回の筆算の 

仕方 

。 502 一 385 のよ 

うなくり下がり 
が上位 2 桁に及 
ぶ場合の筆算の 

仕方   
。 356 一 231 の答 

えのたしかめの 

仕方 

  

練 習 

  
問 題 文 め あ て 

  

回 " 。 " 。 3 けたの数のひき 算 

""" 回 " も ， 2 けたの時と同 
まめ チョコ ク Ⅳ 甜ま， ・のち じようにできるだ   る 
がいはいくらでしょう。 " ；       

a=3@@ :@     167@R@ 。 g>@ SO@ ・ ， l@ ， 2@ ・ 
まめ チョコの たの時と同じように 

できるだろうか。   回   " 。                               " 、 "" 
  

チ
の
 

 
 ま あ チョコの 
 
 

  くり下がりが 2 回あ 

るひき ざ んも， くり 
下がりが 1 回あ るひ 

き ざ んと同じ考えで 

できるだろうか。 

  

チ
の
 

 
 
 
 

  
。 356 一 231 のこたえ 

のたしかめかたをか 

んがえましょう。 

" 502 一 385 のように 

十の位が 0 のときも 

2 回くり下がりと 同 
じ考えでできるだ る 

- つ ； 30 

  の
よ
し
 

え
の
で
 

た
ど
ぃ
 

こ
，
よ
 

の
は
ら
 

ん
ぬ
 た
 

ざ
 
か
し
 

き
し
に
う
 

ひ
た
 
う
ょ
 

  
ま と め 

今までと同じように 同 
じ 位 どうしひいていけ 

ばよい。 

くり下がりが 1 回あ る 

ひきざんは， 1 つ大 きい 

位から 1 くり下げてけ 
いさんすればよい。 
一 

2 回くり下がりのあ る 

ひき ざ んも大きい位か 

ら 1 くりさげてじゅん 

じゅんにけいさんすれ 

ばよい。 
  

十の位が 0 のときは， 

百の位から十の 位へⅠ 

くりさげてくずし ，ま 
た十の位から 一の位 へ 

1 くりさげてけいさん 
すればよい。 
  " - ""    一 
ひき ざ んのたしかめは ， 

( 答え )+( ひく数 ) 二 

( もとの数 ) のけいさ八 
でたしかめられる。 

6  本時の指導 

Ⅲ 本 時の目標 

。 (3 位 数 ) 一 (2.3 位 数 ) で， くり下がり 2 回の筆算ができるようにする。 
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@2) 観点利目標 

  
考   え 方 関心・態度 

  

数ご ・とに別々に 計算す単位から 1 くり下げて も，筆算形式で 計算す方」を 使って解決しよ 

ればできる         それをくずしてからひ ることができる ， ぅ とする 0 

位 をたてにそろえて き算すればできる。 

計算するとらくにでき そのことは， い まま 

こ る とは今までと 同じ でと同じ考えであ るこ 
であ る。 一一ユ '" 。 ""         

  

l3@ 準備するもの ( 児童，教師 ) 

。 おはじき 。 お金のもけい 。 数え 棒 

。 計算 板 ( 児童 )  。 掲示用計算 板 ( 教師 ) 

コ @@ ー ｜ 

(4) 展 開 

過程 学習問題・発問 学 習 活 動 評価の観点、 指導の手だて 

    問題を読み 1. 問題文を読む。 問題文を読ませ ， 

ましょう。 何を求める問題 

かはっきりさせ 

， So 

    
つ 

。 大事な数や 。 321 です。 

  

言葉は何で 。 154 です       

@  すか       。 「 ね だんのちがいは ，いくらで 
か 

しょう」です。 

。 どんな式が 。 321 一 154 です " 立式 ができる。 
む できますか 

ノート fc 書 
。 ，、 て，り言 力 ・ 一   
ってもら い 

。 ひっ算で計算するとべ ん りです         

ぎ士 算 とち 力ざ ません。 わかる " とちがうところ 

ぅ ところは 。 くり下がりが 2 回あ ります。 を 見つけさせる。 

ど 乙ですか。 

2. 今日の勉強 
のめあ ては 

          る 。 
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過程 

老 Ⅰ 

え 

る 

  
学習問題   発問   
3. どのように 

したら言上 算で 

きるか， よそ 

  
うしましょう 0 

。 考え方の予 

想 をしまし 

よつ 。 

。 しらべ方の 

予想をして 

  みましょう。   
  

  

      4.  よそうした 

  ことを口分で 

確かめてみま 

し ょつ - 。 

  

  

  

  
  

  
    

  

  

  

学 習 活 動   
3. 計算の方法を 考える。 

。 ひ けない時は ， 1 つ 大きな位か 

ら 1 かりてきてひ け ばできるだ 

ろう。 

1 くり下げてひいていけばでき 
るたろう " 

。 数え棒を使えばよいだろう。 

。 お金のもけいでやってみよう。 

。 ひっ算でやってみよう。 

。 おはじきでやってみよう。 

⑦お金で 千両   
１
１
 

１
１
 

 
 

 
 

１
１
 

１
１
 ｜
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⑨
 
 
 

の 2 1010 の 2 11 1 

、 3. 、 2.@ 1 Ⅹ X 1 
一 1 5 4 一 1 5 4 

1  6  7 1  6  7 

評価の観点 @ 指導の手だて 

よ そ う をたてる 

ことができる。 

も
る
 

を
せ
 

留
さ
 

学
想
 

0
 
千
 

習
に
 

既
と
 

 
 

  

具体物，手具体 
物で操作ができ 

る「 

自分の考えで 確 

かめることがで 

きる。 

②理解 

④関心態度 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

  

自力で取り組め 

な い 子には，個 

別に指導する。 
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3
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③ 技能 

児童の言葉を 中 

， L 、 にまとめる 

- 
7  同じやり方 ① 5 3 2 ② 2 4 2 

で， 次の計算 一 2 7 4 一 5 8 

れ なしてみまし 

ん よつ 。 

し 

ゅ 8  今日の勉強 

っ をまとめてみ 
  

ま 
ましょう。   

と 
  

め くり下かりか 2 回あ るけいさんも ，大きい付かり 

1 くり下げて，じゅんじゅんにけいさんすれはよい。 

  まとめたことをノートにかく。 
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(5l 授業の記録 ( 主な発問と児童の 反応 ) 

  

  
。 みんなで読んでみましょう。 

。 ここで人肌な 数字や需童は 何でし上 

っ。 

。 どんな式になりますか。 ノート @C 書 

いてから発表してもらいましょう。 

。 前に勉強したのとちがうところは ? 

。 一同くりさがりがあ るのはできたけ 

ど・ これもできますか。 
。 見方があ ったけど．どのようにした 

らできるかな。 

。 今日の日あ ては 

    

。 かおりさんが 手でおさえればできる 

といったけど・すぐできますか。 
  じゃ l 回 くりさがりの 時を思い出し 

てどうしたらできるか 考えてごらん 

よ、 そ @  。 なさい，ノートに 再 けた人に言ってもらいましⅠ 甘いてみましょう。 う 。 
  

  

  
  。 どこからくりさげるんですか ? 

  
  

  
。 よそうに書きましょうね。 

。 目算坂を使ってたしかめましょう " 

考え方はわかったけど 何で確かめま 

すか n 

。 自分のすき打ので 確がめましょう。 

わからない時は 先生にⅢいて 下さい。 

";il:.@-l- 分です。 

。 発表してもらいましょう。 

  

  
  

る 。 大串なところだからよく 聞いてね。 

  

と 

  
  

。 どれが一番早くできますか。 

。 考え方は ? 

。 今 Ⅱのまとめを 再 きましょう J3 。 

。 Ⅱ 寺 l:n がすぎているので   練習はあ し 

たやりましようね ， 

児 童 の 反 町 

。 戸に出して一再に 読む。 

。 32l で サ   154 円です   「らがいはいくらでしょう」 

です。 
。 全員ノートにかく   

3  2  1   しきもあ ります。 32 Ⅰ 一 154 = 
一 1 5 4 

。 一の位にも   1. の他にもくりさがりがあ ります。 

。 できそ う 。 

。 一の故も 1 か りてきて同じように 十の位もひけばい、     

曲 " これで い いですか。 
( 手でおさえる ) 

2 回くりさがりのあ るひき ざん も．くりさがりがⅠ 回 あ るひき 
ざ んと同じようにできるだろうか。 

。 いいえ 

。 l くりさける。 

。 ノートに各自 霞く   

。 「 2 回くりさがりのひき 算は   l くりさがりと 同じようにすれば 

よい」と 蕃 きました。 
。 「 l 回 くりさがりがあ るひき弗のように   l くりさげてけいさん 

すればよい」と 思います。 
。 l つ 大きい拉から 

。 一の他には -j-0 泣から．十の 位 @e は百の拉から 
  

  つ 大きい位から l くりさげて． りょうがえして ( くずして ) け 

い さんすればよいたろう     

  お金 。 おはじき 。 放え捧 " ひ つきん 

。 発表します。 

。 @ から 4 はひけないので 十の他から 1 をかりてきて ， i0 と l で H 

Ⅱ 一 4 で 7. 十の位を計 豆 します。 さっき一の位に 10 をあ げたの 

で． ゴ   0 位は l へりました。 そこではひけないので．百の 位から 

Ⅰをくりさげて 1 をたして Ll. Ⅱ 一 5 年 6. 百の拉を計算します。 

さっき百の拉から l を十の位にくりさげたので 百の位は 2 。 

2 一 l 亡 1 で l67 です。 しつもんはあ りませんか。 

。 一の位を計算する 時．十の拉から 10 もってきたと 言ったんです ；     

私はⅠもってきた 方がいいと思います。 
  1 から 4 はひけないからです。 

。 りょうがえしてもってきたんじゃないⅠ 

。 @ かりてきたんじゃない。 
。 ふつうは l をもってきてから 計算ずるけど． くずしてからもって 

いったんですか。 

  まちがえました。 

。 ひっさんです - 桧をかく時間がないからです     
。 同じです。 

  くりさがりが 2 回あ るひきさんも． 1 つ大きい位から l くりさ 

げてくずしてからけいさんすればよい。 

    

。 人巾 な 敬 や許 使は ．ほと 

んとの子がおさえられた。 

。 全員立文ができた。 

。 何時との学習のらがいが 

わかっている。 

。 子どもたらのつぶやきを 

うまくとりあ げれば， も 
っと 早 く 目 あ てが作れた 

のではないか。 

  2 位 放 - l 位数にすれは 

できるんじゃないかとい 

う見通しがもてた。 

    よ そ う を立てるの @e 時間 

がかかる子がいた。 目あ 
てからおろしてきて 発問 

すればもっと 与 ・くよそう 

が力     けたのはないか     

。 よそうしたことをはっき 

り 言えた。 

。 自分のやりやすい 操作で 

たしかめることができた   

。 l つの操作だけでなく   

他の操作でも 確かめるこ 

とができた。 
  

。 計 簾の仕方を・ 川お 板 U 」 

を 肺 しながら自分なりの 

表現の仕方で 発表できた 

(4 人 ) 

  疑問に患． っ たことなどを 

査問することがてきた。 

。 大きい拉から 10 かりてく 

るのではなく 1 かりてき 

てくずすということを 指 
している。 

。 教師の・ことはのき 味の説 

明で納得できた 様子 " 

ほかの 3 人も尭 麦 できた 

。 丁ともたちの 音玉の 。 いか 

らまとめの文を 作ってい 

くことができたり 

。 l 門でもいいから 練笛 さ 

すればよがった。 

一 37  一 

  



l6) 児童の操作の 実態について (2 の 3. 35 人 )  ( 人数はのべ数 )   くお金》 く 数字》 くひっさん》   

㏄
の
 ｜
 

" 一 ""     
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                    " 一 一 " 一   
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0 一 (13 人 )   0  一 (5 人 ) 0 一 (19 人 ) 
答えをかいてな い子 Ⅱ 人 ) x 一 ( l ソ、 ) x 一 (2 人 ) 

  

桧 lc 表現した 子                                                                                                                                                                         2l 人 

。 数字だけで確かめた 子                                                                                                                                                     3 人 

。 赤井だけか いた子                                                                                                                                                                 3 人 

。 八体物と下車 で砒 かめた 子                                                                                                                                           l8 人 

。 5 つの操作で確かめた 子，                                                                                                                                                 1 人 

。 2 つの       l8 人 

  l つ め       16 人 

。 答えを 古 いてない   了                                                                                                                                                             l 人 

。 そうさはあ っているが式がまちがっている 子                                                                                           B 人 

十 の 位 17) 計算 百の位の計算 

l2 一 5 ニ 7 (2 人 )                     3 一 2 ニ l 

20 一 5 Ⅰ 6   は一 5 = 6 ( 、 2 人 ) Ⅰ 一 0 Ⅰ l 

く 考案》 

一 仮説 1 から 一 

        中押 過 沖 れ 身についてきて 起 んで     ア肝 するように 伍             

操作や考えを 進んで発表する 子がふえた     

      前時の学習との 異同弁別をするために   これまでの学習をふり 返ってノートを 現 

べたり   角力解決しようと 頑張るようになった。 

3. 児肺 のつぶやきなどをもっと 取り上げ．子どもたち 同志でよりよい 絞り上げをさ 

せるよっにしたり     

    操作と考えの 一致しない子や   答え   式 のまちがった 子のも取り上げて           

考えの本質にせまちようにした、     

一 仮説 2 から 一 

    単元初めの学習の 時は   其位物の操作だけで 摘 一杯だった；           合 は垂簾でもかけ 

る 子がふえた     
  

    考えるために 操作ずる丁が 多がった；       鮪で計が・ し   碕 かめに 6. 大きい位から l くり下げた u.)lc   卜 さ い 位にく ず さ帖 い 千が 柊私 も 

  

操作する子がふえた。 いる   頭の中で計算していると 思われる   

      能ノ ] に 応じているいろな 考え刀や肺がめ 刀ができた         具体物を使っての 操作は   はとんどの子ができた。 

    牧宇 でかいた干は   異体物で 肺 かめさせることも 入 りであ る。     「くり ド がりマーク や柿 助攻 " オ ; を使うと 舶 小犬 ご " ね ⅠとⅠ   う 子ど 

    ひき弗でまちがった 子は   補助数字をかかずにまちがっている   を， の声がきこえた   ， 



W  研究の成果と 今後の課題 

]. 研究の成果 

学習過程を工夫し 操作活動を取り 入れることにより ，自ら考え解決していく 力 を育てること 

を授業実践を 通して検証してきた。 その結果，次のような 成果があ った。 

(1) 問題解決学習はつかむ ， 考える，練りあ げる，まとめるという 過程で学習して い くので活 
動内容がわかり ，目らその過程にそって 学習を進めることができた。 

(2) 学習過程にそって 各自の考えで 書いていくので ，ノートの書き 方や学習の仕方が 身につい 

てきた， 

(3) 問題解決学習は ， 個に応じた学習ができるので・ 全員が喜んで 学習に参加できた。 

2. 今後の課題 

は ) 自力解決学習は 時間がかかるので ，指導過程のどこに 重点をおいていけばよ いか 研究を深 

めて い きた い 。 

(2) 操作と考えが 一致しない子が い たので，操作と 言葉を一緒に 行わせることにより 正しく解 
決できるよ う にさせた い 。 

(3) 理解の早い子への 手だてや，遅い 子への助言，ヒントカードなどの 個に応じた指導の 工夫 

をする必要があ る。 

おわりに 

4 カ月の研修期間で ， 日々の実践上で 悩んでいたことが 少なからず解決できた。 現場に戻って 

もさらに研究を 深め ， 子どもの自力解決能力を 育てるために 頑張っていきたい。 

この研修の機会を 与えて下さった 浦添市教育委員会，本校の 新城 英 将校長に厚く 御礼を申しあ 
げます。 更に、 直接ご指導 ご 助言をいただいた 当山小学校の 渡入山ヤス手先生，指導主事の 先生 

方 ，研究所の大城冨岡主査，それから 宮城小学校の 2 年の先生方に 深く感謝を申しあ げます     
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